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料
原
文
の
検
討
時
や
そ
こ
か
ら
プ
ロ
ッ
ト
を
起
こ
し
て
い
く
時
点
で
、
同

時
代
の
史
料
に
触
れ
て
い
る
研
究
者
と
議
論
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
て
、
助
言
や
協
力
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
著
者
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
た
い
へ
ん
な
努
力
を
か
さ
ね
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

著
者
は
序
章
に
お
い
て
、
柳
田
国
男
の
い
う
祖
霊
観
念
の
超
克
を
唱
え

て
い
る
が
、
本
書
に
お
い
て
そ
の
答
え
は
出
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

取
り
組
む
な
ら
柳
田
個
人
と
い
う
よ
り
、
近
代
日
本
の
要
請
と
し
て
の
ベ

ク
ト
ル
を
捕
ま
え
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
人
を
神
と
し
て
祀
る
風
習
が

続
い
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
近
代
的
制
御
と
し
て
、
過
去
の
そ
れ
ら
を

祖
霊
信
仰
に
回
収
し
て
説
明
づ
け
、
学
問
的
に
は
分
断
せ
ず
に
研
究
す
る

べ
き
祟
り
神
信
仰
や
祖
師
信
仰
な
ど
と
は
連
続
面
が
な
い
か
の
よ
う
に
切

り
離
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
は
孤
島
の
よ
う
に
独
立
し
て
い

る
。
本
書
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
仕
事
を
し
た
著
者
に
は
、
是
非

い
つ
か
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
既
成
概
念
を
排
し
史
料
に
基
づ
き
事
実
を

見
極
め
、
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
著
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
人
々
が
、
当

該
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
史
料
に
基
づ
い
て
思
考
し
、
立
論
の
当
否
を
見
極

め
、
専
門
の
枠
を
超
え
て
ゆ
た
か
な
議
論
を
交
わ
し
て
い
く
足
が
か
り
が

築
か
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
こ
と
を
読
者
の
一
人
と

し
て
ま
た
人
文
学
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
慶
び
た
い
。

 

（
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
）

齋
藤
公
太
著

『「
神
国
」の
正
統
論

─
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
の
近
世
・
近
代
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
九
年
）

大
　
川
　
　
真

一

　

皇
室
の
神
話
・
歴
史
を
中
心
軸
と
し
た
日
本
主
義
的
な
古
典
と
言
え

ば
、
お
そ
ら
く
『
古
事
記
』
と
『
神
皇
正
統
記
』
を
挙
げ
る
人
は
多
い
と

思
う
。
し
か
し
両
書
と
も
に
、
そ
の
読
ま
れ
方
や
受
容
の
歴
史
に
相
当
な

注
意
を
必
要
と
す
る
。
本
居
宣
長
が
登
場
す
る
以
前
、『
古
事
記
』
は
ほ

と
ん
ど
注
釈
書
も
な
く
、『
日
本
書
紀
』
の
二
次
的
文
献
に
し
か
過
ぎ
な

か
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
う
し
た
中
で
も
、
宣
長
以
前
に
、『
古
事
記
』
に

真
摯
に
向
き
合
っ
た
思
想
家
た
ち
の
希
有
な
営
み
は
存
在
す
る
。
そ
の
詳

細
は
斎
藤
英
喜
『
古
事
記
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
話
を
『
神
皇
正
統
記
』
に
戻
そ
う
。

『
古
事
記
』
は
変
体
文
体
で
書
か
れ
読
み
に
く
い
の
に
対
し
、『
神
皇
正
統

記
』
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
読
み
や
す
く
、
幼
帝
で
あ
っ
た
後
村
上
天

皇
、
ま
た
は
東
国
の
武
士
た
ち
を
対
象
に
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
内
容
も

理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
『
神
皇
正
統
記
』
は
、
受
容
の
さ
れ
方
を
問
題

に
し
た
途
端
、
た
い
へ
ん
厄
介
な
書
物
と
な
る
。
後
村
上
天
皇
を
擁
す
る
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南
朝
に
「
正
統
」
が
存
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
書
か
れ
た
『
神
皇
正
統

記
』
は
、
一
三
九
二
年
に
南
北
朝
が
統
一
し
て
北
朝
に
よ
る
皇
統
が
確
立

さ
れ
て
以
降
は
、
こ
の
書
物
は
説
得
力
を
失
う
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
実
際

に
は
こ
の
書
物
は
生
命
力
を
絶
や
さ
ず
に
、
そ
の
時
代
、
各
思
想
家
ご
と

の
文
脈
で
読
ま
れ
続
け
て
き
た
。
そ
も
そ
も
評
者
が
『
神
皇
正
統
記
』
の

難
物
さ
に
気
づ
い
た
の
は
、
研
究
対
象
で
あ
る
新
井
白
石
が
、
あ
く
ま
で

史
書
の
一
つ
と
し
て
『
神
皇
正
統
記
』
に
高
い
評
価
を
し
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
思
想
家
や
時
代
で
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
の
差
異
が
あ
る
な
か

で
、
著
者
の
齋
藤
氏
が
注
目
す
る
の
は
、「
正
統
」
へ
の
探
求
の
な
か
に
、

思
想
家
た
ち
が
「
日
本
の
本
来
性
」
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
き
た
、
そ
の

思
想
的
営
為
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

二

　

序
論
で
は
、
井
上
毅
の
「
し
ら
す
」
論
か
ら
話
を
起
こ
し
、
そ
の
背
景

に
は
『
神
皇
正
統
記
』
の
「
正
統
」
を
め
ぐ
る
思
想
的
系
譜
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
正
統
（
正

当
）」
論
（
な
お
本
書
で
は
「
正
統
論
」
で
統
一
）
と
比
較
し
な
が
ら
、
以

下
の
よ
う
に
本
書
の
論
述
の
方
向
性
を
示
す
。

井
上
が
用
い
て
い
る
よ
う
な
「
正
統
」
の
概
念
は
、
日
本
の
本
来

性
と
い
う
文
脈
の
中
で
天
皇
の
統
治
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

“legitim
acy” 

や “orthodoxy” 

に
由
来
す
る
分
析
的
な
「
正
統
」

の
概
念
に
還
元
で
き
な
い
意
味
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う

な
歴
史
的
概
念
と
し
て
の
「
正
統
」
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

『
神
皇
正
統
記
』
に
さ
か
の
ぼ
り
、
前
近
代
の
思
想
史
を
た
ど
り
直

す
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
視
点
の
も
と
で
、『
神
皇
正

統
記
』
の
受
容
史
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
主
に
近
世
か
ら
明
治
期
に

至
る
ま
で
の
「
正
統
」
を
め
ぐ
る
思
想
史
を
跡
付
け
る
試
み
で
あ
る
。

（
一
三
頁
）

　

多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
く
べ
き
重
要
な
問
題
提
起
で
あ

る
。
後
ほ
ど
よ
り
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

　

第
一
章
「「
神
国
」
の
「
正
統
」

─
『
神
皇
正
統
記
』
の
思
想
構
造
」

で
は
、『
神
皇
正
統
記
』
の
思
想
構
造
を
論
ず
る
。
後
代
で
の
読
ま
れ
方

と
は
切
り
離
し
て
『
神
皇
正
統
記
』
を
読
む
と
、
南
朝
の
正
統
性
を
示
す

と
い
う
よ
り
、
足
利
政
権
と
対
峙
す
る
状
況
下
で
、
朝
廷
の
正
統
性
を
示

す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。『
神
皇
正
統
記
』
に

お
け
る
「
正
統
」
と
は
、
天
皇
家
の
血
統
相
続
に
基
づ
く
統
治
の
在
り
方

に
、
三
種
の
神
器
に
象
徴
さ
れ
る
君
徳
の
要
請
、
徳
治
主
義
と
が
結
合
し

た
も
の
で
あ
る
。『
神
皇
正
統
記
』
は
、
天
皇
制
を
「
非
人
格
的
機
関
」

と
し
て
そ
の
永
続
性
を
謳
う
一
方
で
、
現
実
の
天
皇
に
対
し
て
は
厳
し
い

政
治
批
判
も
辞
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
正
統
」
と

は
、
現
在
の
皇
位
継
承
者
か
ら
事
後
遡
及
的
に
し
か
決
定
で
き
な
い
た
め
、

後
に
北
朝
が
正
統
と
な
り
か
ね
な
い
「
正
理
」
に
悖
る
可
能
性
を
も
内
包

し
て
い
た
。

　

第
二
章
「「
南
朝
」
の
あ
と
で

─
近
世
前
期
ま
で
の
『
神
皇
正
統
記
』

受
容
史
」
で
は
、
南
朝
の
事
実
上
の
敗
北
以
降
で
、
換
言
す
れ
ば
、
南

朝
を
「
正
統
」
と
す
る
表
面
上
の
議
論
が
破
綻
し
て
か
ら
、『
神
皇
正
統
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記
』
が
室
町
時
代
か
ら
近
世
前
期
ま
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を

考
察
し
て
い
る
。
白
山
本
、
六
地
蔵
本
、
享
禄
本
、
遍
照
光
本
、
日
光
本

な
ど
の
、
現
存
す
る
中
世
の
写
本
で
は
、
北
朝
側
に
配
慮
し
た
改
竄
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
文
明
年
間
に
壬
生
（
小
槻
）
晴
富
が
著
し
た
『
続

神
皇
正
統
記
』
で
は
、
北
朝
こ
そ
が
「
正
理
」
に
基
づ
く
正
統
で
あ
っ
た

と
書
か
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
正
統
」
論
以
外
で
の
『
神
皇
正
統

記
』
受
容
の
流
れ
で
あ
る
。
一
条
兼
良
『
文
明
一
統
記
』・『
日
本
書
紀

纂
疏
』、
北
畠
材
親
の
著
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
北
畠
親
房
卿
御
伝
記
』
で

は
、
前
章
で
解
明
さ
れ
た
『
神
皇
正
統
記
』
の
思
想
構
造
と
は
異
な
る
形

で
、「
神
道
」
説
を
切
り
出
し
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
「
神
道
」
説
は
、

「
日
本
の
本
来
性
」
に
根
ざ
し
て
お
り
、
瑞
渓
周
鳳
『
善
隣
国
宝
記
』
や

天
海
『
東
照
大
権
現
縁
起
』
で
見
ら
れ
る
神
国
思
想
、
そ
し
て
日
本
型
華

夷
意
識
の
展
開
と
無
縁
で
は
無
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
近
世
に
入
っ
て
儒
者

と
し
て
本
格
的
に
『
神
皇
正
統
記
』
を
受
容
し
た
の
が
林
羅
山
で
あ
る
が
、

羅
山
は
、
仏
教
色
を
排
除
し
て
『
神
皇
正
統
記
』
を
受
容
し
つ
つ
、
天
皇

と
将
軍
と
の
関
係
論
を
不
問
に
付
し
て
、「
神
道
」
説
を
継
承
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
受
容
の
仕
方
は
、
以
降
の
儒
家
神
道
の
基
本
的
枠
組
み
と
な
っ

て
い
く
。

　

第
三
章
「「
虚
器
」
と
「
共
主
」

─
山
鹿
素
行
と
新
井
白
石
の
『
神

皇
正
統
記
』
受
容
」
で
は
、
江
戸
（
武
家
）
王
権
と
京
都
（
公
家
）
王
権

が
共
存
す
る
「
二
重
王
権
制
構
造
」
を
前
提
と
し
て
、
山
鹿
素
行
と
新
井

白
石
が
、
ど
の
よ
う
に
『
神
皇
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
を
受
容
し
た
の

か
を
論
ず
る
。
両
者
は
、
院
政
期
で
天
皇
が
「
道
」
を
失
い
「
虚
器
」
を

擁
す
る
だ
け
の
存
在
に
な
っ
て
か
ら
は
、
武
家
政
権
に
事
実
上
「
天
命
」

が
下
る
と
い
う
疑
似
革
命
が
起
こ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
両
者
の
思
想

に
は
「
正
統
」
を
め
ぐ
っ
て
差
異
も
存
す
る
。
素
行
は
、
天
皇
位
継
承
に

お
け
る
嫡
流
と
い
う
意
味
と
、
政
治
倫
理
（「
君
道
」
の
）
体
現
者
（
院
政

期
以
降
は
武
家
）
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
一
方
、
白
石
は
、

「
ま
さ
し
き
皇
統
」
で
あ
っ
た
南
朝
が
「
正
理
」
に
よ
っ
て
滅
亡
し
て
以

降
は
、『
神
皇
正
統
記
』
に
よ
っ
て
「
偽
主
」
と
さ
れ
た
北
朝
を
、「
共

主
」
と
し
て
武
家
が
推
戴
す
る
政
治
体
制
を
と
る
こ
と
が
、
日
本
の
本
来

性
に
か
な
っ
た
政
治
倫
理
で
あ
る
と
称
揚
す
る
。

　

第
四
章
「「
神
器
」
と
「
正
統
」

─
闇
斎
学
派
の
南
朝
正
統
論
」
で

は
、
神
道
教
説
、
南
朝
正
統
論
の
典
拠
と
し
て
『
神
皇
正
統
記
』
を
重

視
し
た
闇
斎
学
派
の
言
説
を
扱
う
。
厳
格
な
朱
子
学
者
で
あ
っ
た
山
崎

闇
斎
は
一
方
で
神
道
に
も
傾
倒
し
、
朱
子
学
と
神
道
の
「
妙
契
」
を
説

く
。『
神
皇
正
統
記
』
の
受
容
も
こ
う
し
た
朱
子
学
と
神
道
の
独
自
の
結

合
の
仕
方
が
見
ら
れ
、
易
姓
革
命
が
起
こ
ら
ず
に
日
本
の
人
々
に
よ
っ
て

皇
統
が
保
持
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
そ
の
も
の
が
、
朱
子
学
で
の
「
道
」
が

実
践
さ
れ
て
き
た
証
左
で
あ
る
と
闇
斎
は
考
え
た
。
皇
統
の
持
続
と
い
う

「
特
殊
」
に
朱
子
学
的
な
道
の
「
普
遍
」
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
転
倒
の

機
制
が
闇
斎
学
派
に
組
み
込
ま
れ
た
と
齋
藤
氏
は
鋭
く
指
摘
す
る
。
皇
統

の
持
続
を
誇
る
こ
う
し
た
発
想
は
、
容
易
に
日
本
中
心
主
義
へ
と
結
び
つ

い
て
い
く
。
ま
た
南
朝
正
統
論
で
は
、
君
臣
の
名
分
を
重
視
し
、「
正
統
」

は
『
通
鑑
綱
目
』
凡
例
に
見
ら
れ
る
ド
ラ
イ
な
基
準
を
そ
の
ま
ま
援
用
し

た
浅
見
絅
斎
な
ど
の
流
れ
も
あ
る
一
方
で
、
三
種
の
神
器
の
所
在
を
決
定
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要
因
と
す
る
正
親
町
公
通
の
流
れ
も
あ
る
。
こ
の
流
れ
で
は
、
呪
的
神
器

観
を
発
展
さ
せ
た
玉
木
正
英
や
、
彼
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、「
神
皇
正
統
」

を
「
日
本
の
本
来
性
」
に
殉
じ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
見
い
だ
し
た
跡
部

良
顕
や
若
林
強
斎
な
ど
が
い
る
。

　

第
五
章
「
本
来
性
を
め
ぐ
る
闘
争

─
前
期
水
戸
学
に
お
け
る
神
器
論

争
」
で
は
、
栗
山
潜
鋒
と
三
宅
観
瀾
の
神
器
論
争
を
取
り
上
げ
る
。
両

者
の
対
立
を
、
神
道
的
正
統
論
対
儒
学
的
正
統
論
と
の
構
図
と
見
る
従

来
の
研
究
と
は
一
線
を
画
し
、
氏
は
、
両
者
の
対
立
は
よ
り
複
雑
で
あ
り
、

「
皇
統
」「
神
器
」「
神
道
」
と
い
っ
た
「
日
本
の
本
来
性
」
を
め
ぐ
る
概

念
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
ま
た
前
期
水
戸
学
で

行
わ
れ
た
「
日
本
の
本
来
性
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
種
子
と
な
っ
て
後
期
水

戸
学
の
国
体
論
が
開
花
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

第
六
章
「「
神
書
」
と
「
古
典
」
の
あ
い
だ

─
垂
加
派
に
お
け
る

『
古
事
記
』
研
究
」
で
は
、
垂
加
派
の
『
古
事
記
』
研
究
史
を
辿
り
、
そ

れ
が
牽
強
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
な
も
の
か
ら
実
証
主
義
的
な
も
の
へ
と
発
展
し

て
い
く
道
筋
を
描
く
。
た
だ
し
小
野
高
潔
の
よ
う
に
、
厳
格
な
古
典
ク
リ

テ
ィ
ー
ク
の
行
き
着
く
先
は
、
秘
伝
や
神
秘
性
、
神
学
的
側
面
の
排
除
で

あ
り
、
齋
藤
氏
は
、
文
献
考
証
主
義
が
垂
加
派
に
自
壊
を
も
た
ら
し
た
と

述
べ
る
。

　

第
七
章
「「
神
道
」
か
ら
「
古
道
」
へ

─
『
弁
道
書
』
以
降
に
お
け

る
「
神
道
」
の
再
解
釈
」
で
は
、
徂
徠
学
派
の
「
神
道
」
批
判
が
端
緒
と

な
っ
て
、
近
世
中
期
以
降
で
「
神
道
」
概
念
が
再
解
釈
さ
れ
て
い
く
思
想

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
は
、
儒
教
に
対
す
る
神

道
の
劣
位
を
説
く
の
で
は
な
く
、
文
献
考
証
主
義
に
基
づ
い
て
、「
神
道
」

が
他
宗
教
を
摂
取
し
た
上
で
成
立
し
た
歴
史
的
構
築
物
で
あ
る
と
い
う
批

判
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
教
説
で
見
ら
れ
た
「
神
道
」
と
「
日

本
の
本
来
性
」
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
蜜
月
関
係
を
解
体
し
て
い
く
。「
神
道
」

に
歴
史
的
構
築
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
徂
徠
学
批
判
者
た
ち
は
認
め

た
上
で
、「
神
道
」
か
ら
政
治
倫
理
を
喪
失
さ
せ
、
天
皇
を
中
心
と
し
た

「
古
道
」
に
臣
民
が
た
だ
ひ
た
ら
す
ら
従
う
こ
と
を
内
実
と
す
る
本
居
宣

長
の
解
釈
が
登
場
す
る
。

　

第
八
章
「「
国
体
」
の
興
隆

─
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
『
神
皇
正
統

記
』
の
受
容
」
で
は
、
国
家
的
統
合
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
内
憂
外
患
の

時
代
状
況
下
に
あ
っ
て
、
後
期
水
戸
学
が
ど
の
よ
う
に
『
神
皇
正
統
記
』

を
受
容
し
て
国
体
論
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
を
論
ず
る
。
後
期
水
戸

学
の
藤
田
幽
谷
、
会
沢
正
志
斎
、
藤
田
東
湖
ら
は
、『
神
皇
正
統
記
』
の

「
正
統
」
論
を
「
国
体
」
論
に
読
み
替
え
、
ま
た
同
時
に
宣
長
国
学
に
見

ら
れ
た
「
道
」
の
無
規
範
性
を
否
定
し
て
、「
斯
道
」
が
果
た
す
国
家
統

治
の
役
割
を
強
調
し
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
国
体
論
の
隆
盛
は
、
天
皇

と
「
徳
」
と
「
道
」
を
予
定
調
和
的
に
漠
然
と
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

「
正
統
」
＝
「
日
本
の
本
来
性
」
を
鋭
く
追
求
し
て
い
っ
た
前
期
水
戸
学
の

思
想
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

　

第
九
章
「「
神
国
」
の
近
代

─
明
治
国
学
と
『
神
皇
正
統
記
』」
で
は
、

一
八
六
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
川
喜
多
真
彦
の
『
標
註
校
正
神
皇
正
統
記
』

を
嚆
矢
と
す
る
、
明
治
期
の
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
史
を
論
ず
る
。
明
治

期
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
国
学
の
動
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
水
戸
学
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同
様
に
、
国
体
論
と
し
て
神
皇
正
統
記
を
受
容
し
つ
つ
、
文
献
考
証
主
義

的
な
態
度
に
基
づ
き
、『
神
皇
正
統
記
』
か
ら
神
秘
性
、
宗
教
性
を
除
去

し
て
い
く
。
こ
れ
は
冒
頭
で
述
べ
た
井
上
毅
の
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
と

同
じ
型
で
あ
る
。

　

結
論
で
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、
内
村
鑑
三
の

「
日
本
的
倫
理
な
し
、
日
本
的
宗
教
あ
る
べ
か
ら
ず
、
真
理
は
国
家
よ
り

大
な
り
」
と
い
う
言
を
引
き
、
以
下
の
よ
う
に
本
書
を
結
ぶ
。

内
村
は
不
敬
事
件
以
後
も
日
本
へ
の
忠
誠
を
抱
き
続
け
た
が
、
そ
の

言
葉
が
示
し
て
い
る
の
は
、
国
家
の
本
来
性
を
超
え
る
倫
理
の
根
拠

を
持
ち
え
な
か
っ
た
日
本
の
近
代
に
対
す
る
憂
慮
に
他
な
ら
な
い
。

（
三
三
八
頁
）

三

　

以
上
、
本
書
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
が
、
残
さ
れ
た
紙
数
で
評
者
か
ら

の
問
題
提
起
を
行
い
た
い
。
本
書
が
扱
う
時
代
は
中
世
か
ら
近
代
ま
で
と

長
い
ス
パ
ン
で
あ
り
、
挙
げ
ら
れ
た
一
次
、
二
次
文
献
は
膨
大
な
量
に
及

ぶ
。
博
士
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ニ
ッ
チ
な
研
究
史
上

の
問
題
に
つ
い
て
屋
上
に
屋
を
架
す
研
究
や
、
功
を
焦
り
自
己
顕
示
が
強

い
あ
ま
り
、
巨
人
の
肩
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
た
研
究
と
は
全
く
異

な
る
。
一
次
資
料
も
正
確
に
読
解
し
て
お
り
、
ま
た
研
究
史
の
目
配
り
も

戦
前
か
ら
最
近
の
も
の
ま
で
よ
く
行
き
届
い
て
い
る
。
こ
う
い
う
労
作
に

対
し
て
、
最
近
の
書
評
で
よ
く
見
ら
れ
る
無
い
物
ね
だ
り
を
し
て
も
ナ

ン
セ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
、
思
い
切
っ
て
「
本
丸
」
に
攻
め
こ
む
。

「
本
丸
」
と
は
何
か
。
本
書
の
基
幹
に
存
す
る
、「
正
統
」
＝
「
日
本
の
本

来
性
」
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
と
比
較
す
る
と
、
井
上
の
言
う
「
正
統
」
は
天
皇
を

め
ぐ
る
「
伝
統
」
の
内
部
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
自
身
を
と
ら
え
よ

う
と
す
る
概
念
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
で
抽
象
的
、
普
遍
的
な

分
析
概
念
で
あ
ろ
う
と
す
る “legitim

acy” 

や “orthodoxy” 

と
は
、

無
関
係
で
は
な
い
が
位
相
が
異
な
る
。
そ
れ
は
井
上
の
「
し
ら
す
」

論
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
「
伝
統
」
に
基
づ
く
日
本
と

い
う
国
家
の
「
本
来
」
の
あ
り
方
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書

で
は
こ
の
よ
う
な
「
正
統
」
が
置
か
れ
て
い
る
位
相
を
「
本
来
性
」

（authenticity, Eigentlichkeit

） 

と
名
付
け
る
。（
一
一
頁
）

　

齋
藤
氏
は
、（
英
）authenticity,

（
独
）Eigentlichkeit 

に
対
応
す

る
語
と
し
て
「
本
来
性
」
と
い
う
分
析
用
語
を
使
用
す
る
が
、
そ
の
手
法

は
有
効
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
本
書
六
五
頁

で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
山
田
孝
雄
の
、「
正
と
閏
と
を
分
つ
が
如
き
相
対

的
態
度
を
と
れ
る
点
は
一
も
存
す
る
こ
と
な
し
」（『
神
皇
正
統
記
述
義
』）

と
い
う
見
解
で
あ
る
。authenticity 

を
中
心
的
な
分
析
概
念
と
す
る
な

ら
ば
、
正
閏
問
題
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
だ
ろ
う
。authenticity 

は

「
閏
」
に
対
す
る
「
正
」
と
い
う
意
味
に
こ
そ
使
い
や
す
い
。
こ
う
し
た

「
正
」
は
、
本
書
で
屢
々
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、『
神
皇
正
統
記
』
で
も
天

皇
位
継
承
に
お
け
る
嫡
流
と
い
う
使
用
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
山
田
が
述

べ
た
意
味
を
少
し
く
考
え
る
と
、
受
容
史
で
は
違
う
意
味
合
い
も
あ
る
と

評
者
は
考
え
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
者
で
あ
る
柳
父
圀
近
氏
は
、
支
配
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の Legitim
itat 

が
、
当
該
社
会
の
人
々
が
そ
れ
に
「
帰
依
」
し
て
い
る
、

あ
る
種
の
「
神
聖
な
」
も
の 

（H
eiligkeit

） 

へ
の
基
礎
的
な
〈
信
仰
〉
や
、

〈
献
身
〉
に
支
え
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
成
立
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（『
政

治
と
宗
教
』
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）。「
神
聖
性
」（H

eiligkeit

） 

も
「
神
皇

正
統
」
の
「
道
」
を
考
え
る
上
で
（
特
に
垂
加
派
）
重
要
な
分
析
概
念
で

あ
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
自
ら
後
に
撤
回
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一

九
一
七
年
の
講
演
「
国
家
社
会
学
の
諸
問
題
」
で
被
支
配
者
の
意
思
か
ら

引
き
出
さ
れ
る
支
配
、
す
な
わ
ち
民
主
制
的
正
当
性
を
「
第
四
の
類
型
」

と
し
て
措
定
し
た
（
詳
細
は
佐
野
誠
「
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
講
演
「
国

家
社
会
学
の
諸
問
題
」（
一
九
一
七
年
）
を
め
ぐ
っ
て

─
国
家
社
会
学
と
正
当

的
支
配
の
四
類
型
」、『
法
制
史
研
究
』
五
七
、
二
〇
〇
七
年
）。
水
戸
学
で
は

安
積
澹
泊
の
よ
う
に
、
人
心
の
帰
趨
を
神
器
の
軽
重
と
関
連
さ
せ
て
、
皇

統
に
お
け
る
正
統
論
を
皇
室
内
部
の
相
続
論
で
は
な
く
、「
天
下
の
公
論
」

と
し
て
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
想
も
あ
る
（
拙
稿
「
水
戸
学
と
「
正
統
」」、

金
時
徳
・
濱
野
靖
一
郎
編
『
海
を
渡
る
史
書

─
東
ア
ジ
ア
の
「
通
鑑
」』
勉
誠

出
版
、 

二
〇
一
六
年
）。
こ
う
し
た
被
治
者
の
合
意
（
井
上
達
夫
氏
の
議
論
を

用
い
れ
ば
敬
譲〈deference

〉）
と
「
正
統
」
と
を
結
び
つ
け
る
言
説
の
流

れ
は
、
大
正
・
昭
和
で
流
行
し
た
尊
王
主
義
と
民
本
主
義
を
合
一
化
す
る

思
想
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
現
代
の
皇
位
継
承
問
題
を
考
え
る
上
で
も

考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

 

（
中
央
大
学
准
教
授
）

丸
谷
晃
一
著

『
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学

─
稿
本
か
ら
み
た
形
成
過
程
と
構
造
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
八
年
）

阿
部
　
光
麿

一

　

本
書
は
、
二
〇
一
五
年
に
逝
去
し
た
丸
谷
晃
一
氏
の
業
績
が
、
氏
の

研
究
生
活
と
不
可
分
の
存
在
で
あ
っ
た
「
荻
生
徂
徠
研
究
会
」（
徂
徠
研
）

に
お
い
て
編
集
さ
れ
た
論
集
で
あ
る
。
著
者
畢
生
の
テ
ー
マ
は
、
現
存
す

る
伊
藤
仁
斎
自
筆
の
稿
本
資
料
を
用
い
た
思
想
構
造
の
分
析
で
あ
っ
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
の
研
究
論
文
九
篇
が
主
題
と
執
筆
年
代
を
踏
ま
え
て
三

部
に
編
成
さ
れ
、
更
に
知
己
た
る
徂
徠
研
の
面
々
に
よ
っ
て
解
題
、
解
説

等
の
ほ
か
、
故
人
を
偲
ぶ
エ
ッ
セ
イ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
一
連

の
論
攷
の
背
後
に
あ
る
著
者
の
関
心
や
読
書
範
囲
を
、
そ
の
人
柄
と
と
も

に
伝
え
て
い
る
。
具
体
的
な
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
各
論
文
の
発

表
年
と
、
解
題
等
の
執
筆
者
名
も
記
し
た
。
敬
称
略
）。

　

第
一
部

　
　

第
一
部
解
題
（
高
山
大
毅
）

伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
同
一
性
」
批
判
の
構
造

─
人
我
相
異
論
の
形

成
過
程
（
一
九
八
六
年
）
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